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Today’ Topic; 

“HFTH (Ho’ oponopono for True Health) therapy” (p.289) 

The HFTH (Ho’ oponopono for True Health) therapy, which was developed applying 

Unification principle to Self I-Dentity through Ho’ oponopono (SITH) proposed by Morrnah 

Nalamaku Simeona, a Hawaiian Kahuna Lapa’a, based on traditional folkloric healing practice 

in Hawaii (Ho’ oponopono). This therapy could be considered as one of simplified cognitive 

behavior therapies. 

 

This is not a mere amendment of recognition of the cognitive behavior therapy but it has a 

mechanism to activate the action based on will by consciousness-brain loop (i.e. sub- 

consciousness – brain – manifest consciousness).  Further, it may be interpreted that the 

extracts of mental and psychological therapies in the past are concentrated in this therapy. 

 

In summary, HFTH therapy means that the negative implicit memories existing in one’s self are 

erased and released by using four phrases (“I am sorry,” “Please forgive me,” “Thank you,” and 

“I love you”) and through cleaning of the sub-consciousness, and it leads to the healing while 

receiving the inspiration of sub-consciousness.  Briefly, its therapeutic effects may be referred 

as “the effects of healing as overflowing from sub-consciousness”. 
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『否定的潜在記憶の分立と消去・解放の実践について』 

 

<序論＞ 

病気の根源的な治療法としての清平での役事（霊性治療）は、悪霊、恨霊を解怨し祝福

することですが、これを医学的に表現するならば、悪霊、恨霊の本質は「否定的な反応

を引き起こす記憶」として捉えることができます。特に、先祖由来の否定的な潜在記憶

(NIM: Negative Implicit Memory)を分立し、消去・解放することは、堕落性の根源を

断ち、人間に本来備わっている創造本性を復活させるための方法として極めて有効であ

り、さらには、あらゆる疾患を克服する上で、清平での役事（霊性治療）の効果をより

高めることにも繋がると思われます。 

 

＜本論＞ 臨床場面における HFTH 療法（Super Healing Method）の過去３年間

における実践的アプローチ ～4 万 5 千人（15,000 人/年×3 年間）の診療から得られた言葉のエッセンス～  

 

ステップ １（蘇生期的段階）  

「今、○○さんに起こっている病気（できごと）は、○○さんの存在そのものが原因で

起こったものではありません。○○さんには○○さんしか分からない深い心情世界があ

りますよね。これは○○さんの代わりになる人がどこを探してもいない、ということを

意味します。言い換えると、○○さんは唯一な存在であり、これはどれ程の価値がある

と思いますか？○○さんには絶対的で最高の価値があり、しかも永遠で不変の価値があ

るのです！」（○○さんは『個性真理体』であり、神様の一部であること、神様が○○

さんを必要としているという『存在の価値』に気づかせることが重要です。） 

「しかし残念ながら、いろいろな問題が起こってしまいますね。なぜでしょうか？その

根源的な原因は、『記憶』にあるのです。記憶には、生まれてから生じた記憶だけでは

なく、生まれる前から存在していた『記憶』があり、それは親の DNA の中にありまし
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た。これは先祖の記憶と言ってもよく、それを『潜在記憶』と言います。特に問題にな

るのは愛に関する記憶、愛されなかったという寂しさを伴う否定的な記憶なのです・・・。」 

「この否定的な潜在記憶は皆、共通したものなので、同じように否定的な反応を起こし

ます。人を疑ったり、裁いたり、憎んだりします。『なぜ私のことをわかってくれない

の？どうして私を愛してくれないの？なぜ私だけがこんな目に遭わなければならない

の？』というように・・・。」 

「あることが起こって、自分の心や言動、行動がこのように否定的なものであった場合、

まず、このように言いましょう『待てよ、今の思いはどこから出てきたのかな？』。そ

してそれが否定的な潜在記憶から生じたものであることにまず『気づく』ことが重要で

す。この『気づき』が否定的な潜在記憶 (NIM)を『分立』することを意味するのであ

り、これを消去・解放すればよいのです・・・。」 

（今まではこの内容があいまいでした。なぜなら、サタンは潜在意識に潜んでわからな

いようにしてきたからです。）  

「その方法としてよく用いられているのが、ホ・オポノポノの４つの言葉『ごめんね、

許してね、ありがとう、愛してるよ』です・・・。」（これを２回繰り返して言いなが

ら、４つの言葉を書いた絵のカードを渡します。） 

 

ステップ ２（長成期的段階）  

「NIM の多くは、愛されなかった、という寂しさを伴うものなので、NIM そのものに

向かってこれらの４つの言葉を繰り返して使うと、NIM は次のように反応するでしょ

う・・・『そこまで言われれば、まあ、いいか・・・』と。このようにして NIM は徐々

に消去・解放されていきます・・・。」 

「NIM が消去・解放されて、潜在意識がクリーニングされていくと、同じ出来事でも、

反応が次のように変わってきます。NIM の影響を受けた人は、先程述べたように『な

ぜ私のことをわかってくれないの？どうして私を愛してくれないの？なぜ私だけがこ

んな目に遭わなければならないの？』と否定的(他罰的ときには自罰的)に反応しますが、

潜在意識がクリーニングされた人は次のように反応します。『これも何か意味があるに
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違いない。ありがたいね。感謝だね。』と。起こっていることがたとえ同じでも反応が

こんなにも違うのです・・・。」 

「NIM が消去・解放されていくと、私の感情（心）が変わってきます。あとで振り返

ってみると、『あれっ？なぜあの時、些細なことであのようなことをしてしまったのだ

ろう？』と後悔したことはありませんか？それがまさに、NIM の反応なのです。つま

り、そのときの心は『本当の私の心ではなかった』ということです。否定的な感情（心）

が、あたかも私の感情（心）であるかのように、ＮＩＭによって『錯覚』させられてい

ただけなのです・・・。」 

（結局は、自分自身の中にある否定的な潜在記憶の反映であることに気づくことが重要

です。） 

「４つの言葉を使う前と、使った後では、何となく違う、という実感 がでてきます。

その実感こそが、ＮＩＭが解放されたことの表れです。さらに４つの言葉を繰り返し、

また実感する。また繰り返す・・・これによって、４つの言葉を効果的に使うコツが実

感できます。」   

 

ステップ ３（完成期的段階）  

「病気が治る、問題が解決する、健康で幸せになるというのは、何がどうなったときな

のでしょうか。それは潜在意識が存分に働くときなのです。例えば、手に切り傷ができ

たとき、この傷はほとんど何もしなくても、黙っていても治っていきますよね。なぜで

しょうか？それは潜在意識が、健康をコントロールしている間脳に作用し、間脳が細胞

一つ一つに働いて傷を修復してくれるからです。精神疾患においてもその発症機序は同

じです・・・。」 

「潜在意識がそのまま働けるように、障害となっている否定的な潜在記憶を消去・解放

しさえすれば、あとは潜在意識の働きで自然に解決されますし、自分で気づいていない、

それ以上のことも起こり得ます。」 

（潜在意識は顕在意識よりはるかに多くのノウハウ・情報を持っています。）  
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「最後にもう一つ重要なことは、今起こっていることは○○さんだけの問題ではありま

せん。この NIMの問題は、すべての人が同じように抱えている問題なのです。それは私

たちの先祖は皆同じであり、その先祖が罪（原罪）を犯してしまったからなのです・・・。」  

「言い換えると、これは私の中の NIMの反映でもあり、私自身の問題でもあるのです。

ですから NIMを消去・解放し潜在意識をクリーニングすることを、私と一緒にやりまし

ょう・・・」 

 

ステップ ４（天一国基準へ・・・）  

「潜在意識を働かせるものは『霊的な力』であり、その根源が『心情』です。『心情』

とは（神の）愛の衝動であり、○○さんを愛したくて、愛したくてたまらない、という

衝動なのです。」  

「この霊的な力が、潜在意識を通して、○○さん自身には勿論、○○さんを取り囲む環

境をも変えていくことになり、すべての問題（病気）が解決（治癒）されるのです・・・。」 

 

＜結論＞ 

病気の根源的克服には、堕落によって生じたサタンの痕跡、すなわち、人を疑い、人を

裁き、人を憎む、という否定的な心を消去・解放することが重要です。言い換えれば、

否定的な潜在記憶の影響で生じた否定的な心を、それぞれが自分自身の問題として謙遜

かつ謙虚に受けとめ、否定的な潜在記憶を分立、消去・解放し、神の“心情”を出発点

とする『霊的な力』を背景にして、潜在意識の働き（気の流れ）を最大限に生かすこと

が重要なのです。これを成し遂げるための有効な治療法の一つとして HFTH 療法

(Super Healing Method) を過去３年間実践し、4 万 5 千人に及ぶ診療を通して得られ

た医学的な言葉のエッセンスを提示いたしました。 

 

 


